
大空消防署では、11 月 15 日に若手職員による署内警防訓練を実施しました。 

 前半は、災害現場を想定した結索、ホース延長、屋内検索、救助資機材の設定等を

隊員として必要な技術の確認、隊員間における連携の重要性を今回の訓練を通して再

確認することができました。 

 後半では、建物火災を想定した消火・救助訓練を実施し、梯子を使用した要救助者

の救出や出火階の検索救助を行い隊員間の連携強化、組織力の向上につながりました。 

 今後も、災害時に迅速に対応して住民の皆さんの安心・安全が守れるよう日々の訓

練を継続していきます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


